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（0．000） 東北ニューギニァ 0，006 0，063
ソ　　　　　　連 0・3031」　　12，782 ビスマルク群島 0，016 0，154
ユーゴスラビア 引 （0．000） ニュージーランド 0，616 1，802
ギ　　リ　　シ　　ヤ 　　，i0，000） 一 ブ　　イ　　ジ　　ー 一
（0．000）
ル　ー　マ　ニ　ヤ 一 0，002 ソロモン群島 0，004 0，171
オース　ト　リ　ア 一 0，002 ニユーカレドニア 一
（0．000）
カ　　　ナ　　　ダ 0，759 7，502 0，001 一
ア　　メ　　リ　　カ 12，827 30，503 （0．000） 0，001
メ　　キ　　シ　　コ 一 0，035 仏領カメルーンズ 0，003 一
ガ　　テ　　マ　　ラ 0，041 0，010 カ　メ　ル　ー　ン 一
0，017











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1　　　　　　1 1958 1959 1960　　　　」
1961　　1　　　　「 1962





一 1，222 一 一 一











1，159 1，744 一 一 一
1351
一
556 一 一 一
1131 ・　　直接中国船積 250，205 一 一 一 一
1211 南　ベ　ト　ナ　ム 31 一 一 一 一
5229 東トーゴーランド 636 一 一 一 一
2120 117
一 一 一 一
I　TOTAL
［3・，853・7・













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1962 1・963 1964 1965 1966 1967





811，684 834，258 43，240 758，670 67，689 20，767
8，103，764 8，141，861 7，296，528 7，406，257 5，141，252 6，231，241
5，185，757 10，570，499 5，119，340 4，065，686 4，676，474 3，800，611













481，999 344，131 2，700，841 1，694，823
一 ［　　　　一 一 一 『
347
339，897 1　276，547 675，394 2，558，155 4，688，676 13，217，542
一
1　　　　　　　　　＿




43，788，782 49，334，832 50，933，459 47，879，321 39，689，621 48，362，393
40，865，548 40，256，245 40，869，440 35，997，808 41，490，970 26，504，414
4，509，242 6，345，063 6，780，412 8，023，847 6，959，633 ．　5，684，027
一 157，309 1，089，188 1，434，775 908，502
旨・・375・・87












15，333，458 7，051，883 1　8，485，645 15，736，794 13，185，853 i15・974・793
一 102，443
1　・9・，869 211，143 300，665 1　161，354








1，980，187 2，429，251 2，769，738 1，826，361 1　　1，963，304
「　　　　　435，464
7，736，527 5，695，673 4，727，462 4，883，422 4，801，999 3，868，797
一 一 一 92，619 『 42，126






2，661，166 5，020，235 Il　6・185・989 8，266，926 4，908，328 16・4°4・423
2，411，968
3，886，260 4，144，463 1，988，762 2，766，639 4，186，962
一
一 一 一 一 28，642
85，147 9，992 405，488 730，686 214，469 337，155
一 一 一
99，961 157，519 419，720
一 一 一 22，658 23，394 139，100
一 一 一 一 一
13，274
16，837 4，657 633，548 12，407 409，330 4，432
374，180 1，287，989 544，172 1，182，737 1，381，037 2，046，790
一 一 一 一
3，194，111 1，913，785
一 一 一 一 一 27，296







一 一 一 1，074 一 『
一 105，062 一 4，885 24，025 『
一 一 一 一 55，571 『




一 一 一 12，787 ｝ 一
73
日本の原材料輸入の分析（渡部）










































































































































































































































一 1，503 一 一
149，895　’ 422，012 551，409 101，996 一 一
一 一 27，880 一 一1 一
一 一 5，067 一 一　　1@　　　1 一
1，303 290 一 一
一　　　1
一
一 1，621 一 一 一 一
一 4，591 一 一 一 一
10，159 5，291 一 一 一 一
一 2，234 一1 一 一 一
一 67，921 一 一 一 一
一 61，934 一 一 一 一
1，841 一 『 一 一 一
3，666
一 一 一 一 一
40，148 一 一 一 一 一
16，209
一 一 一 一 一
4，532
一 一 一 一 一
7，711 一 一 一 一 一
41
一 一 一 一 一
13，235 一 一 一 一 一
一 『 一 一 一 一
一 一 一 一 一 一
一 一 一 一
一1 一
一 一 一 一
一1
一
一 一 一 一 一
1　　　　　　　　　一
一 一 一 一 一 一
一 一 一 一 一 一
一 一 一 一 一 　　　　　　　　　一P
一 一 一 一
＿1　　　1
一
一 一 一 一 一　　　1 一
一 一 一 一 一i 一
一 一 一 一 一 1　　　一
一 一 一 『 一
1　　　＿
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68．47
61．37
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198．58
10．85
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，05
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　　39．27
　　　　　　　
　　95．54
　　40．69
　200。63
　　126．7
　　289．8
　　35．17
　　160．0
　　295．9
　　291．6
　　132．5
　　　0．41
18007．6
　　270．1
　　334．4
　　　3．80
　　　15．7
　　　28．0
　　956．1
　　0．01
971．05
　　74．30
1　　　　
92．24：
114．131
56．95．
　0。171
20．56
．4，1
　124．9
　　418．1
　　195．0
　　380．6
　　245．9
　　171．5
20173．9
　　333．5
　　　38．8
　　　36．3
　　　12．9
　　　24．2
　　892．4
　　329．6
　　　　0．0
　　　81．1
197．59
14．67
16．08
　29．70
106．39
23．05
88．36
　35．13
292．73
03．29
01。78
26．33
788．56
537．39
　　4．55
　　10．06
　　44．50
　　68，33
198．63
　64．42
【1964
、
，，1
02．77
　56．22
132．43
　42．33
109．84
24．93
28．73
43．21
73．64
05．62
44．08
04．85
299．70
537．09
84．84
368．44
　　18．80
　　89．28
19651
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104．31
　44．65
　　55．99
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103．25
10．04
44．03
20．38
57．52
123．13
226．88
08．31
18．03
03．47
75．01
33．07
　26．80
　　40．86
　　16．52
11966
　
6．03
　　72．41
　　51．35
124，75
37．18
　85．59
126．83
45．35
02．87
65．68
41．07
43．89
06．51
341．　0
382．57
　97．76
884．14
　47．71
1967　
4．92
　　87．76
　　41．74
　　174．3
　　148，8
　104．30
　　81．02
　527．06
　307．08
　　118．2
1140．11
　　54．10
　　85．81
　　53．68
16068．9
　　578．9
　　153．6
　　　9．57
　　70．71
ロ掛e弼離輩婁
串
軸
（
蝋
喪
）
日本の原材料輸入の分析（渡部）
と61年には急速上昇を経験している。そうし
てその時の指数値125．23から，以後66年まで
一気に下りつづけている。67年には若干の上
昇が見られるが，なお58年水準にははるかに
及ばない。全体として60年代に入ってからイ
ンドからの綿花の輸入は減少傾向を示してい
ることがわかる。
　ついで大きいウエイトを占めているのはサ
ルバドルである。サルバドルは58年に全体の
輸入の3．73％を占めているが，67年までには
そのウエイトは若干低下した。58年を100と
した綿花の輸入指数はその後大きい変動のの
ちに67年に118．21という値に低落している。
その動きをグラフに示したものが第6．1．3図
である。58年から63年までは傾向的上昇して
いるが，63年を境として以後直線的な下降過
程に入っている。サルバドルからの輸入のこ
の急激な低下傾向は，インドの場合に較べれ
ば2年遅れてはじまっているのであるが，イ
ンド，パキスタンとともに，サルバドルのこ
の低下はかなり注目に値する。
　その外58年に2．36％を占めていたウガンダ
をみてみると，やはり67年には3割ほど低い
70．71％となっている。ただウガンダの場合
には64年以後しだにい増加しているというこ
とである。しかしその増加傾向にもかかわら
ず，なお輸入水準は58年にも達していない。
58年においてきわめて低いウエイトを占めて
いながらその後上昇した国としては例えばニ
カラグアをあげることができる。これは58年
〃あ許
　
図
β
3
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a
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第6．1－4図
に，1．14％の比率を占めていた国であるが，
輸入指数は58年を100として67年には1140と
いう数字になっている。しかもこれは単なる
一時的数値ではないことは第6．1．4図をみれ
ばわかる。59年と65年の二度にわたってとび
出ているが，全体としてはきわめて着実な上
昇傾向を示している。この外にもこのような
着実な上昇傾向を示す国がいくつかあるが，
それらの多くは58年においてはほとんど取る
に足らないウエイトを占めていたが，その当
時はまだEI本へ輸出すらしていなかった国で
ある。
　つぎにメキシコを取り上げよう。メキシコ
は58年にはアメリカについで高いウエイトを
占めていた国であるが，それが10年後には著
しくそのウエイトの低下した国である。58年
からの綿花の輸入推移を見てみると，その動
きは必ずしも上昇傾向を示しているとはいえ
ない。その動きは第6．1．2図に示されている
が一見インドと類似した動きを示しているけ
れども，66年と67年には全く相反する方向へ
の動きを示している。66年まで，やや上がり
下がりの幅の大きい動きが見られるが，しか
しそこまで取るかぎりは傾向としてはほぼ横
ばいに近いものと考えられる。しかし67年に
はその輸入は著しく下落し58年水準を下回っ
てしまったのである。もっとも高いウエイト
を占めた時期は1959年の127．87であり，それ一
以外の時期には126．79，124．92といったあた
りを上下し，ついに67年には81．02％という
日本の原材料輸入の分析（渡部）
水準に低下してしまったのである。
　いくつかの代表的な国々についてやや詳し
い考察を行なってみたが，全体を通じていえ
ることはまず日本の綿花の輸入相手国はこの
10年間に増大しているということである。す
なわち58年には日本が必要とする綿花は約30
ヵ国から調達されていたが，67年にはその必
要とする綿花を調達するのにおよそ37ヵ国を
対象としている。これだけ日本の綿花の輸入
供給源が拡散したということがいえるであろ
う。それに応じて58年のときのようにわずか
二つの国でもって64．5％もの比率を占めるよ
うな事態はなくなり，それぞれの国のもつウ
エイトは全般的に縮小している。もちろん，
なかには増大しているところもあるが，その
増大した国の数はごくわずかであり，しかも，
それらは通常58年の時期においてはきわめて
小さい比率を占めているにしかすぎなかった。
　さらに第二の特徴として，日本が必要とす
る綿花を調達するために取引した国々のなか
にはこの10年間に消滅し，また新たに参加し
た国が数多くあるということである。これは
綿花の取引相手国にかなり大幅な入れ替えが
あったことを示している。この取引先の入れ
替えの過程でたとえば著しく大きいウエイト
を占めるような位置に上昇してきたのはソ連
でありトルコであり，またタンザニアや中共
である。これらの国々は58年の段階では全く
取引がなかったのである。途中から日本への
輸出を高めてきた国である。たとえば中共の
場合には，1966年から取引が開始されたが，
その翌年の67年には，100倍を越える綿花が
中共から輸入されているのである。またソ連
の場合，取引が開始されたのは59年であるが，
それ以後若干の振幅はあるけれども着実な上
昇傾向を示し，とくに1963年からは急テンポ
の増加を示している。わずか4年ほどの間に
約48倍ほどの増加を示している。
　同じように途中から日本に綿花を輸出し，
以後急速に増大した国として，たとえばコス
78，
タリカがある。コスタリカは59年から日本へ
輸出しているが，その増加率は大きく8年後
の67年には実に75倍にのぽる増加となってい
る。その他，それほど激しい上昇を示さない
が，しかし上昇速度の急激である点でチャド，
中央アフリカなどがあるであろう。その他数
多くの国が日本と綿花の取引を行なっている
が，それらは継続的にある年に日本と取引を
もち，他の年には日本と取引をもたないとい
うような形になっており，日本との貿易関係
はその点ではかなり不安定である。
　そうした不安定な国の多くは67年にいたる
以前に日本との取引関係が消滅している。そ
のように消滅した国々が数多くあるにもかか
わらず，なお全般的には日本の取引対象国が
拡大したという事実は注目するに値する。一
般的に必要とする資源の数量が大きくなれば
なるほどその供給を確保するためにはより多
くの国に依存しなければならないと考えられ
るのであるから，このような現象もまた当然
のことであるかもしれない。
　さらに第三番目の特徴として，日本の綿花
の取引先は東南アジアないしはアジア地域と
中南米諸国およびアメリカであるが，このう
ち比較的中南米およびアメリカ地域に日本の
綿花が大きく依存しているということである。
アジア地域にもある程度依存しているが，そ
の依存の程度は著しく小さい。少なくともア
メリカ，中南米地域にたいする依存の程度に
くらべるならば，それはかなり小さいといわ
なければならないであろう。今後このような
依存のパターンがどのように変化していくか
はもちろん予断を許さない。現在の中南米諸
国のなかにはこれから10年以内に日本との取
引関係が消滅してしまう国が出ないという保
証はないし，またアジア地域におけるいくつ
かの国が新たに綿花の供給国として登場しな
いという保証もまたないのである。しかしな
がらそれにもかかわらず，現在の綿花供給の
このパターンはそれほど著しく変わるとは思
日本の原材料輸入の分析（渡部）
われない。遠い将来はともかく，ここ数年の
間にこの綿花の購入パターンが著しく変わる
という可能性は全くないといってよいであろ
う。
　〔2〕　綿花の輸入需要分析
　綿花の輸入量を決定する要因はいくつかあ
るであろうが，その主要なる要因として綿糸
の生産を上げることができる。もっとも綿花
の輸入と綿糸の生産量との関連はそれほど直
線的ではない。そこにはやはり在庫変動が介
在することになるであろう。そうして，その
在庫変動は綿糸生産と綿花輸入との関係を撹
乱することになるかもしれない。もちろん綿
糸生産に必要とされる綿花の消費量が年々歳
歳，異なった比率をもつというのでは，綿花
輸入と綿糸生産との間の関連を撹乱するのが
在庫変動であるとばかりは言えなくなってく
る。
　そこで，あらかじめ綿糸生産指数と綿花消
費指数との関連がどの程度確定的なものであ
るかを確認しておかなければならないであろ
　　　　　　　　　　　一綿花輸入舳
　　　　　　ノ〈5一融・・
　　，〈、　　　　　　”°一一一耀膿撫
　／　　＼
，ノ〆ノ＼〆
第6．2－1図
79
う。まずはじめに綿花輸入指数と綿糸生産指
数，織物生産指数など関連すると思われるい
くつかの指標のグラフを見てみよう。つぎの
第6．2－1図はそれらの年々の動きを示したも
のである。綿花輸入指数と綿糸生産指数につ
いては1958年を100とした値で示されており，
織物指数は1965年を100とした数値である。
もっとも綿花輸入指数も綿糸生産指数もとも
に原指数は1965年を100としていることをつ
け加えておく。綿花輸入指数と綿糸生産指数
との対応を見てみるとある程度の関連は見出
せるが，しかし必ずしもその両者の動きの間
にそれほど明瞭な共変関係があるようには見
えない。ある程度，そのような共変関係の存
在を認めうるであろうという程度である。そ
の点については織物の生産指数についても同
様である。織物生産指数の動きは綿糸生産指
数の動きと違ってかなり上昇傾向を示してい
る。しかし全体の動きはやはり綿糸生産指数
とある程度類似していることが認められる。
　この綿花輸入指数と綿糸生産指数との動き
方の相違の理由の一つとしてさきほど在庫変
動を上げたのであるが，それと同様に綿糸の
生産と綿花の消費との関連に一・応着目してお
かなければならない。つぎの第6．2．2図は綿
糸生産指数と綿花消費指数との動きを対比さ
せたものである。この両者についてあえて相
関式を計算することはしないが，しかし一見
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して明らかなようにこの両者の関係はかなり
明確である。かなり高い相関係数が得られる
であろうことはほぼ確実と言っていい。した
がって，綿花の輸入，在庫変動，綿花の消費，
綿糸の生産というこの四つの要因をつないで
いく過程で，綿花消費が綿花輸入と綿糸生産
の関係を撹乱する要因になるであろうという
ことは考えられない。したがって，もし撹乱
するとすれば，それは“スペキュレーショ
ン” I要因か在庫変動である。
　ところで，織物生産指数の動きには明瞭な
上昇傾向が見出されるのであるが，綿糸の生
産指数にはそれほど明確な上昇傾向を見出せ
ない。また綿花の輸入指数に関してもわれわ
れはこのグラフから上昇傾向を読みとること
はできない。もちろん，ごくわずかの上昇傾
向は感じ取ることができないわけではないが，
しかしそれは織物全体の生産に見出されるよ
うな上昇傾向とは大分違ったものである。こ
の点は綿織物を用いてもほぼ同じである。グ
ラフに綿織物生産指数の動きが示されている
が，これを見てもごくわずかに上昇傾向が感
じとれるという程度であり，ほとんど横ばい
に近い。
　綿糸，綿織物の生産がこのようにかなり停
滞的な動きを示している以上，綿花の輸入も
また傾向としては停滞的であるのは当然であ
る。ここでも原毛の場合と同じように在庫変
動による影響を無視することとし，全体とし
ての傾向を見出すことに主眼を置くならば，
綿花の輸入指数と綿糸の生産指数を直接に対
比させることもできるであろう。
　そこで，つぎに綿糸生産の動向を規定して
いる要因についてであるが，これについては
考えられるいくつかの指標はほとんど有意な
関係を示さない。消費をはじめとして各種の
要因を検討してみると，多くの場合それらの
要因はかなり傾向的な安定性を示している。
しかるに綿糸の生産指数はかなり激しい変動
を示しているためにそれら両者の相関をとっ
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てみても，それほど有意な結果が得られない
のである。
　そこで，この綿糸生産の動きがかなり景気
変動のプロセスと類似していることに着目し，
景気動向指数の示す山と谷の時期と綿糸生産
の山と谷の時期を対応させてみると綿糸生産
の動きは景気動向指数における遅行系列にき
わめて類似した動きを示していることがわか
る。おそらく景気上昇過程における綿糸生産
過剰と，その後の生産縮小，そうしてつぎの
上昇過程における綿糸の過剰生産，それにつ
づく生産縮小，このプロセスがおそらく綿糸
生産の動きをきわあて景気循環的にしている
理由であろう。しかし，綿糸需要の方は必ず
しもそのような波状運動を示さないために，
多くの要因は綿糸生産との間に有意な関係を
作り出すことができなくなっている。
　そこで，考えうる方法は景気動向を表わす
有意な変数の変動系列とこの綿糸生産とを対
応させることである。考えうる指標として鉱
工業生産の対前年増加率を取ってみると，第
4．2．1図の下の方に示すような動きとなる。
この動きは綿糸生産指数と一年ずれて変動し
ており，綿糸生産指数が遅行系列であること
をはっきりと示している。そこで，その両者
の相関をとってみるとつぎのようになる。
　すなわち
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　一見，有意な関連が期待されたのであるが，
それほど良好な関係は存在していない。綿糸
および綿花に関するかぎり“スペキュレーシ
ョン”的ないし在庫変動的要因を無視しては
有意な関係を見出すことはほとんど不可能で
ある1）。
1）　このことは綿花輸入にはある種のスペキ
ュレーションの要素が存在していることを示し
ている。綿花輸入そのものではないが，建元氏
はその計量モデルにおいてはそうした視点から
その繊維原料輸入関数にその輸入価格変動率を
組みいれ，天野氏は繊維製品在庫を組みいれて
日本の原材料輸入の分析（渡部）
いる。これらについては，
　建元正弘編『国際貿易の計量分析』，．日本経
済新聞社（1969年），天野明弘『わが国の輸入
需要一一つの計量経済モデルー』
（根岸隆・渡部福太郎編『日本の貿易』岩波書
店（近刊）を見られたい。
7　ま　と　め
　以上，羊毛，パルプ，木材，綿花の4品目
をとりあげ，過去10年間において，それぞれ
の輸入の地域構成がどのように変化してきた
か，また，それらの輸入財をインプットとす
る産業部門の生産量とその輸入との間にどの
程度まで確定的な関係が存在しているか，の
二つの点について考察をすすめてきた。
　そこで過去10年間に関してみるならば，そ
れぞれのどの品目についても，かなり数多く
の国がその輸入財の供給国として登場し，し
かもそれらの国がその10年間に多様に入れ替
わっていることである。一見したところ，そ
うした変動がないと想像されるような綿花や
羊毛についてもそうであるし，木材やパルプ
についても同様である。とくにパルプの場合
にはその入れ替わりはかなりはげしい。
　しかし，支配的な供給国というのは，意外
にもそれほど大きくは変わっていない。その
ことは取りあげたすべての品についていえる。
供給国の入れ替わりのはげしいパルプの場合
でも，支配的共給国としてのアメリカとカナ
ダの地位に変化は生じていない。羊毛や綿花
についても，前者についてはオーストラリア
が支配的供給国であり，後者についてはアメ
リカとメキシコが支配的供給国となっている。
ただ，木材については支配的供給地域に若干
の変化がみられる。それはフィリピンの後退
と，ソ連およびアメリカの急激な上昇である。
それでもフィリピン自体はなおアメリカにつ
ぐ供給国となっている。群小供給国の浮動性
と支配的供給国の安定性が明瞭によみとれる
というのが，これらの原材料関係の輸入財の
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地域構成の特徴である。
　また，それら輸入財の輸入とそれらをイン
プットとして用いる産業部門の生産量との関
係については，いずれの場合にも，そこに明
瞭な関係が見出される。しかし，一つの特徴
ある相違が繊維の原料関係である羊毛や綿
花，また溶解用パルプなどのグループと紙の
原料である製紙用パルプや，それと近隣的関
係にある木材などのグループとの間に見出さ
れる。
　羊毛や綿花や溶解用パルプなどの場合には，
それらの消費とそれをインプットとする産業
部門（毛糸生産や綿糸生産）の生産量との間に
はかなり安定した関係が存在していても，そ
の輸入量と生産量との間になると，その関係
がかなり撹乱されるということである。とく
に，その撹乱の程度は綿花の場合にもっとも
はげしい。木材や製紙用パルプの場合にも，
それらの消費とそれらをインプットとする産
業部門（木製品生産と紙生産）の生産量との間i
には繊維原料関係の場合と同じく安定した明
瞭な関係が存在している。しかし，そればか
りでなく，それらの輸入量と生産量との間に
もかなり明瞭な関係が存在し，しかもその関
係は安定的である。
　したがって，ここでの考察からみるかぎり．
繊維原料関係の輸入は一般に“スペキュレー
ション的要因”によって撹乱され，対応する
産業部門の生産量との間に安定的な関係が阻
害されているということができるであろう。
この“スペキュレーション的要因”とは何を
さすかという点についてはさらに検討を要す
るが，それらの価格変動や景気変動にともな
う思惑もその一つであろうし，それと表裏の
関係にある在庫変動もその一つであろう。さ
らに，より個別的な要因が存在するかもしれ
ない。
　品目別資料出所：
〔1〕　通商産業大臣官房調査統計部編『繊維統
　計年報』
日本の原材料輸入の分折（渡部）
〔2〕
〔3〕
〔4〕
〔5〕
〔6〕
〔7〕
〔8〕
〔9〕
同編『紙・パルプ統計年報』
同編『化学工業統計年報』
同編『本邦鉱業の趨勢』
同編f工業統計表』
同編『エネルギー統計』
農林省編『農林省統計表』
大蔵省関税局編『日本貿易年表』
同編r日本貿易月表』
〔10〕
〔11〕
〔12〕
〔13〕
経済企画庁編『国民所得統計年報』
総理府統計局『日本統計月報』
日本銀行統計局編『経済統計月報1
経済企画庁統計課監修『日本の経済統
　　計』
〔14〕農林統計協会『林業年次報告』
　　いずれもそれぞれ1959年から1968年までの
　　該当年次の記載された号を参照。
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